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は
じ
め
に

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な

環
境
に
お
い
て
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
症

す
る
障
害
の
総
称
で
す
。
日

本
で
は
毎
年
、
夏
季
を
中
心

に
多
く
の
方
が
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
令
和
6
年
5
月
か
ら
9
月

ま
で
の
間
に
横
浜
市
で
は
熱

中
症
で
1
6
3
8
名
の
方
が

搬
送
さ
れ
、
う
ち
68
人
の
方

は
重
症
で
し
た
。（
図
１
図
２
）

　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る

気
温
上
昇
に
伴
い
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま
っ

て
お
り
、
正
し
い
知
識
と
対

策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
熱
中
症
の
特
徴

　

近
年
の
熱
中
症
に
は
、
い

く
つ
か
の
特
徴
的
な
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

発
生
時
期
の
変
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
従
来
は
7
月
か

ら
8
月
の
真
夏
に
集
中
し
て

竹
たけ

内
うち

 一
いち

郎
ろう

 先生

横浜市立大学　
高度救命救急センター主任教授

熱
中
症
に
つ
い
て

高
齢
者
の
室
内
で
の
発
症
が
増
加

　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
気
温
上
昇
に
よ
り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
５
、
６
月
の
梅
雨
入
り
前
か
ら
９
月
の
残
暑
時
期

ま
で
発
生
時
期
が
拡
が
り
、
ま
た
乳
幼
児
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
状
況

に
よ
っ
て
は
発
症
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
症
状

の
重
さ
の
程
度
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
良
い
か
、
横
浜
市
立

大
学
の
竹
内
一
郎
先
生
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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図１　 図２：横浜市消防局による令和6年度の気温と熱中症搬送患者数
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図1：熱中症による救急搬送状況（令和6年7月）気温グラフ

図2：熱中症による救急搬送状況（令和6年8月）気温グラフ
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い
た
熱
中
症
で
す
が
、
近
年

で
は
5
月
や
6
月
の
梅
雨
入

り
前
、
あ
る
い
は
9
月
の
残

暑
期
に
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
時
期
に
突
然
の
気
温

上
昇
が
あ
る
と
、
体
温
調
節

機
能
が
う
ま
く
対
応
で
き

ず
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
生
場
所
に
も
変

化
が
見
ら
れ
ま
す
。
従
来
は

屋
外
で
の
作
業
中
や
運
動
中

に
多
か
っ
た
熱
中
症
で
す

が
、
近
年
で
は
高
齢
者
を
中

心
に
住
宅
内
で
の
発
症
例
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
エ

ア
コ
ン
の
な
い
住
宅
や
、
節

電
の
た
め
に
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
控
え
て
い
る
家
庭
で
の

発
症
が
目
立
ち
ま
す
。

　

高
齢
者
の
熱
中
症
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。
高
齢
に
な
る
と
暑
さ
を

感
じ
る
感
覚
が
鈍
く
な
り
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
汗
を
か

く
機
能
も
低
下
す
る
た
め
、

体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
学
校
行
事
や
部

活
動
な
ど
で
の
子
ど
も
の
熱

中
症
も
依
然
と
し
て
多
く
、

予
防
対
策
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
重
症
度
分
類

　

熱
中
症
は
症
状
の
重
さ
に

よ
っ
て
、
Ⅰ
度
（
軽
症
）、

Ⅱ
度
（
中
等
症
）、Ⅲ
度
（
重

症
）
の
3
段
階
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

Ⅰ
度
（
軽
症
）：
め
ま
い
や

立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛
や
筋

肉
の
硬
直
（
こ
む
ら
返
り
な

ど
）、
大
量
の
発
汗
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
段
階
で
適
切

な
処
置
を
す
れ
ば
、
通
常
は

回
復
し
ま
す
。

Ⅱ
度
（
中
等
症
）：
頭
痛
や

吐
き
気
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
身

の
だ
る
さ
や
力
が
抜
け
た
よ

う
な
倦
怠
感
、
虚
脱
感
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
集

中
力
や
判
断
力
も
低
下
し
て

き
ま
す
。
症
状
が
改
善
し
な

い
場
合
は
、
医
療
機
関
で
の

診
察
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
度
（
重
症
）：
意
識
障
害

が
起
こ
り
、
呼
び
か
け
に
対

す
る
応
答
が
鈍
く
な
っ
た

り
、
言
動
が
お
か
し
く
な
っ

た
り
、
意
識
を
失
っ
た
り
し

ま
す
。
け
い
れ
ん
や
40
℃
以

上
の
高
体
温
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ

歩
け
な
い
、
走
れ
な
い
な
ど

の
運
動
障
害
も
現
れ
ま
す
。

さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
肝
機

能
異
常
、
腎
機
能
障
害
、
血

液
凝
固
異
常
な
ど
の
臓
器
障

害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
状
態
で
は
直

ち
に
救
急
車
を
呼
ん
で
医
療

機
関
で
の
治
療
が
必
要
で
す
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に

発
生
す
る
か
？

　

熱
中
症
は
、
以
下
の
よ
う

な
状
況
で
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

環
境
要
因
：
気
温
が
高
い
日

（
特
に
30
℃
超
）、
湿
度
が
高

い
日
、
風
が
弱
い
日
、
急
に

暑
く
な
っ
た
日
、
エ
ア
コ
ン

の
な
い
密
閉
空
間
な
ど
が
危

険
で
す
。

身
体
的
要
因
：
高
齢
者
や
乳

幼
児
、
肥
満
の
方
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
な
ど
の
持
病
が
あ

る
方
、
風
邪
や
下
痢
な
ど
で

体
調
が
優
れ
な
い
方
、
前
日

の
飲
酒
や
睡
眠
不
足
な
ど
も

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。

行
動
要
因
：
激
し
い
運
動
や

長
時
間
の
屋
外
活
動
、
普
段

行
わ
な
い
慣
れ
な
い
運
動
、

水
分
補
給
不
足
、
通
気
性
の

悪
い
服
装
や
濃
い
色
の
服
も

熱
中
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　

以
下
の
よ
う
な
危
険
な
サ

イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、
迷
わ

ず
救
急
車
（
1
1
9
番
）
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

•�

意
識
が
な
い
、
ま
た
は
意

識
が
は
っ
き
り
し
な
い

•�

自
力
で
水
分
摂
取
が
で
き

な
い

•�

激
し
い
め
ま
い
や
ふ
ら
つ

き
が
あ
り
立
て
な
い
・
歩

け
な
い
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•�

体
温
が
40
℃
以
上
の
高
熱

が
あ
る

•�
け
い
れ
ん
が
起
き
て
い
る

•�
吐
き
気
や
嘔
吐
が
続
い
て

水
分
補
給
が
で
き
な
い

•�

症
状
が
改
善
せ
ず
悪
化
し

て
い
る

　

ま
た
、
高
齢
者
（
特
に
独

居
の
方
）、
乳
幼
児
、
持
病

の
あ
る
方
は
熱
中
症
の
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
症

状
が
軽
く
て
も
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
1
9
番
通
報
を
す
る
際

は
、「
い
つ
か
ら
」「
ど
の
よ

う
な
状
況
で
」「
ど
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
か
」
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
涼
し
い
場

所
へ
移
動
さ
せ
、
体
を
冷
や

す
処
置
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

軽
症
の
時
に
す
べ
き
こ
と

　

熱
中
症
の
軽
症
症
状
が
現

れ
た
場
合
は
、
以
下
の
対
処

を
し
ま
し
ょ
う
。

1
.涼
し
い
環
境
へ
の
避
難
：

直
ち
に
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

室
内
や
日
陰
な
ど
、
涼
し
い

場
所
へ
移
動
す
る
。

2
.体
を
冷
や
す
：
衣
服
を

緩
め
、
首
筋
、
脇
の
下
、
足

の
付
け
根
な
ど
太
い
血
管
が

あ
る
部
分
を
重
点
的
に
冷
や

す
。
氷
嚢
や
保
冷
剤
は
タ
オ

ル
で
包
ん
で
使
用
す
る
。

3
.水
分
・
塩
分
の
補
給
：

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口

補
水
液
を
少
し
ず
つ
飲
む
。

冷
た
す
ぎ
な
い
温
度
の
飲
み

物
が
理
想
的
。

4
.安
静
に
す
る
：
無
理
に

動
か
ず
横
に
な
っ
て
休
む
。

足
を
心
臓
よ
り
高
い
位
置
に

上
げ
る
と
血
液
循
環
が
改
善

す
る
こ
と
が
あ
る
。

5
.経
過
観
察
：
症
状
が
改

善
し
て
い
く
か
注
意
深
く
観

察
し
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
す

る
。熱

中
症
の
予
防
の
た
め
に

1
.こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分

補
給
：
喉
が
渇
い
た
と
感
じ

る
前
に
定
期
的
に
水
分
を
摂

る
。
運
動
時
は
30
分
ご
と
に

2
5
0
ml
程
度
の
水
分
補
給

を
目
安
に
す
る
。
長
時
間
の

活
動
で
は
塩
分
も
一
緒
に
補

給
す
る
。

2
.服
装
の
工
夫
：
通
気
性

の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
の

高
い
素
材
の
衣
服
を
選
ぶ
。

外
出
時
に
は
帽
子
や
日
傘
を

活
用
し
、
白
や
淡
い
色
の
服

を
着
用
す
る
。

3
.生
活
環
境
の
調
整
：
室

温
は
28
℃
以
下
、
湿
度
は
60

％
以
下
を
目
安
に
調
整
す

る
。
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を

上
手
に
活
用
し
、
直
射
日
光

が
入
る
窓
に
は
カ
ー
テ
ン
や

す
だ
れ
を
使
う
。

4
.外
出
時
の
注
意
：
気
象

情
報
を
事
前
に
確
認
し
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出
て

い
る
日
は
外
出
を
控
え
る
。

最
も
暑
く
な
る
時
間
帯
の
外

出
や
運
動
は
避
け
、
涼
し
い

時
間
帯
に
行
動
す
る
。

5
.体
調
管
理
：
十
分
な
睡

眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
心
が
け
、
適
度
な
運
動
で

暑
さ
に
強
い
体
づ
く
り
を
す

る
。
体
調
不
良
時
は
屋
外
活

動
を
控
え
る
。

6
.周
囲
へ
の
気
配
り
：
高

齢
者
や
子
ど
も
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
た
め
、
声
か
け

や
体
調
確
認
を
行
う
。
特
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は

定
期
的
に
連
絡
を
取
り
、
室

内
環
境
や
水
分
摂
取
の
状
況

を
確
認
す
る
。

お
わ
り
に

　

熱
中
症
は
予
防
が
可
能
な

障
害
で
す
。
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
適
切
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
で
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
過
信
せ
ず
、
適
切
な

予
防
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
人
の
異
変
に
も
気

を
配
り
、
熱
中
症
の
症
状
が

見
ら
れ
た
ら
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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２０１９



年
１２
月
３１
日
に

中
国
・
武
漢
で
原
因
不
明
の

急
性
肺
炎
の
流
行
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
報
告
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
の

形
態
か
ら
２００２



年
に
出

現
し
た
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
（severe acute respi�

ratory syndrom
e: 

Ｓ
Ａ
Ｒ�

Ｓ
）
に
近
縁
の
ウ
イ
ル
ス
で

SA
RS-CoV

-2

と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
全
塩
基
配
列
が
公

開
さ
れ
１
年
足
ら
ず
の
う
ち

に
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
臨
床
試
験
の
中
間
報

告
で
９５
％
以
上
の
高
い
有
効

率
が
示
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
と
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

ン
が
緊
急
使
用
の
ワ
ク
チ
ン

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
以
外
に

も
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
、

遺
伝
子
組
換
え
精
製
蛋
白
ワ

ク
チ
ン
と
複
数
の
剤
型
の
ワ

ク
チ
ン
も
承
認
さ
れ
、新
規
コ

ン
セ
プ
ト
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
と
し
て
レ
プ
リ
コ
ン
ワ

ク
チ
ン
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

　

SA
RS-CoV

-2

の
感
染
・

発
症
を
抑
制
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は
流
行

株
に
よ
っ
て
も
、
成
人
、
高

齢
者
、high-risk

群
で
接
種

回
数
に
よ
っ
て
も
３０
︱
７０
％

と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
重
症

例
の
多
か
っ
た
デ
ル
タ
株
流

行
時
の
健
康
成
人
で
の
解
析

で
は
入
院
に
対
す
る
有
効
率

は
６５
％
、
死
亡
に
対
す
る
有

効
率
は
７０
︱
８０
％
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
免
疫
能
は

追
加
接
種
後
３
︱
６
カ
月
で

低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
流

行
株
の
変
異
が
速
く
流
行
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
が
後

追
い
の
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
小
児
の
感
染
例
は
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
流
行
時
に
増
加
し

ワ
ク
チ
ン
効
果
に
つ
い
て
は

２
回
接
種
後
で
感
染
予
防
は

４０
％
、発
症
予
防
に
は
３６
％
、

入
院
を
抑
制
す
る
効
果
は
７５

％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義
は
重

症
化
を
予
防
し
入
院
や
死
亡

を
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

精
製
蛋
白
ワ
ク
チ
ン
も
重
症

化
予
防
に
は
同
様
の
効
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
従

来
の
ワ
ク
チ
ン
と
比
較
す
る

と
局
所
反
応
が
強
く
疼
痛
が

６０
︱
８０
％
、
全
身
反
応
と
し

て
発
熱
は
１５
︱
４０
％
、
頭
痛
・

倦
怠
感
は
４０
︱
６０
％
程
度
に

認
め
ら
れ
２
回
目
接
種
後
に

頻
度
や
症
状
も
重
く
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
副
反
応
は
感

染
初
期
に
非
特
異
的
に
働
く

自
然
免
疫
応
答
に
よ
る
も
の

で
す
。
稀
な
副
反
応
と
し
て

心
筋
炎
・
心
膜
炎
は
約
１０
万

接
種
に
１
例
前
後
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
１２
︱
１５
歳
の
男

児
で
２
回
目
接
種
後
の
頻
度

が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
２０２３



年
５
月

に
２
類
感
染
症
か
ら
５
類
感

染
症
に
変
更
と
な
り
全
数
把

握
の
報
告
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
点
で
わ
が
国

の
感
染
者
数
は
３３８０



万

３５

７
２
人
、
死
亡
例
は
７

万
４
６９

４
例
で
致
命
率
は

０
・
２２
％
、
一
方
、
世
界
で

は
６
億
７
５００


万
人
が
感

染
し
６８

７
万
人
が
死
亡
し

致
命
率
は
１
・
０２
％
で
し
た
。

一
方
、
２０２３



年
１０
月
末

の
厚
生
労
働
省
の
予
防
接

種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
副
反

応
検
討
会
で
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

ク
チ
ン
１００


万
人
の
接
種

当
た
り
１７
例
（
０
・
００１



７
％
）
の
死
亡
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
致
死
率
は
１
万
人
当
た

り
２２
例
（
０
・
２２
％
）
と
比

較
す
る
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
死
亡
率
は
明
ら
か
に
低
く

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
多
く

の
命
を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

　

広
く
接
種
が
進
む
と
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死

亡
例
を
含
め
問
題
と
な
り
、

こ
う
し
た
副
反
応
に
関
す
る

根
拠
の
な
い
誹
謗
中
傷
や
新

規
の
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
誤
情
報
が
流
布
し

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
躊
躇
す
る

人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
自
分
を
守

り
、
ま
わ
り
の
大
切
な
人
を

守
る
も
の
で
科
学
的
な
情
報

に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
医
学
上
の
新
し

い
試
み
は
、
い
つ
の
時
代
に

も
厳
し
い
批
判
を
浴
び
る
の

が
常
で
す
。
し
か
し
、
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
課
題
に
対

し
て
挑
戦
し
改
良
さ
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

中
な か

山
や ま

 哲
て つ

夫
お

 先生
北里大学 名誉教授
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　区役所で働いていると「介護サービス
を使いたいけれど、どうすればいいの？」
というご質問をよくお聞きします。介護
保険のサービスを利用するには、要介護
認定申請が必要ですが、いたって簡単に
できます。　
　横浜市では、ご自宅近くにある身近な
「地域ケアプラザ」で、専門職が身体の
状態、日常生活を営む中での困り事、サー
ビス利用の希望などをお聞きしながら、
申請書提出まで切れ目なくできるように
していますし、区役所でも、専門職が対
面で幅広く総合相談を行えるような体制
を整えています。介護などでお困りの場
合は、早めに「地域ケアプラザ」や区役
所にご相談ください。また、令和７年4
月から、マイナンバーカードによるオン
ライン申請も可能となっています。
　要介護認定申請の際に注意する点とし
て、確認をお願いしたい事柄が３つあり
ます。
　１つ目は、主治医意見書依頼先の医療
機関名に加えて、診療科、担当医師名を明
記するようお願いします。可能であれば、
介護に影響のありそうな事柄や、サービ
ス利用に必要な情報を幅広く記載いただ
ける、かかりつけ医の方を記載ください。
　２つ目は、申請と並行し
て、利用したいサービスや、
住宅改修や福祉用具の必要
性を検討しておくことをお
勧めします。車いすなどの
福祉用具を使い始めること
で、買い物に行くことがで
きるようになって、明るく
前向きになれたという事例

も耳にします。できるだけ住み慣れた自
宅で暮らすことを目標に、リハビリを取
り入れるなど、ケアマネジャーや医師と
相談しながら、頑張りすぎない範囲で検
討してみてはいかがでしょうか。
　３つ目は、申請をした後に、区役所ま
たは役所から委託された事業者の認定調
査員がご自宅を訪問して認定調査を行う
ことになりますが、その際にご家族・ケ
アマネジャーなどの立ち会いをお願いし
ます。
　調査項目は74項目ありますが、排尿・
排便の項目ひとつをとっても、回数、頻
度や日中と夜間で介護の手間が全然違い
ます。ご本人が「できる」と答えても、
衣類を汚してしまいご家族が対応してい
るケースや、調査の場では取り繕ってい
るものの、もの忘れがひどく日常生活に
支障があるケースなど、要介護度を決定
する上で重要なエピソードを認定調査員
に伝えていただけますと、最終的に要介
護度を決定する介護認定審査会委員の皆
さんに伝わりますので、ご協力をお願い
します。
　介護サービスを使う時期は突然やって
くるかもしれません。そのときは、まず
要介護認定申請をしてください。サービ

スの種類も豊富にありま
すので、状況に応じて組み
合わせて利用することが
できます。その一方で、必
要以上にサービスを使っ
てしまうと利用料の自己
負担額も増えるので、上手
にサービスを使っていた
だけると幸いです。

在宅医療在宅医療のの今今

在宅医療の今

在宅医療の

在宅医療の今

今

初めての要介護認定申請
長
ちょう

久
きゅう

　博
ひろし

　様

公益社団法人
かながわ
福祉サービス振興会
認定企画課長
元横浜市
健康福祉局課長補佐
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過
敏
性
腸
症
候
群
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
腹
痛
と
下
痢
や

便
秘
と
い
っ
た
便
通
の
異
常

が
見
ら
れ
ま
す
。
大
腸
内
視

鏡
な
ど
の
検
査
を
行
っ
て
も

異
常
が
見
つ
か
ら
ず
、
腸
の

動
き
の
異
常
に
よ
り
起
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。ス
ト
レ
ス

と
関
連
し
て
発
症
す
る
こ
と

が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
心
身
症

(

心
で
起
き
る
体
の
病
気)

と

し
て
の
取
り
扱
い
が
必
要
な

場
合
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

な
ぜ
外
出
が

つ
ら
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か

　

強
い
不
安
や
焦
り
、
精
神

的
な
動
揺
を
き
た
す
「
パ

ニ
ッ
ク
発
作
」や
、ト
イ
レ
が

近
く
に
な
い
場
所
に
出
か
け

ら
れ
な
い
「
外
出
恐
怖
」、

閉
じ
込
め
ら
れ
た
状
況
が
怖

く
な
る
「
乗
り
物
恐
怖
」、

一
緒
に
食
べ
る
相
手
に
迷
惑

を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
に
な
る
「
会
食
恐
怖
」

な
ど
を
伴
い
、
次
第
に
登
校

や
出
社
が
困
難
と
な
り
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

脳
腸
相
関
と
は

　

以
上
よ
り
腹
痛
と
便
通
の

異
常
と
不
安
・
抑
う
つ
は
お

互
い
に
関
係
し
あ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は

腸
内
細
菌
の
変
化
が
神
経
系・

免
疫
系
・
生
理
活
性
物
質
を

介
し
て
脳
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
治
療
が

あ
り
ま
す
か

　

規
則
正
し
い
食
事（
繊
維

質
を
多
く
含
ん
だ
も
の
）・

生
活
を
す
る
、
十
分
な
睡
眠

を
と
る
と
い
っ
た
生
活
指
導
、

ス
ト
レ
ス
要
因
を
特
定
し
減

ら
す
た
め
の
環
境
調
整
を
行

う
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
に
対
し

て
抵
抗
力
が
弱
い
部
分
が
あ

れ
ば
、
認
知
行
動
療
法
な
ど

の
精
神
療
法（
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
）を
行
い
ま
す
。

　

薬
物
療
法
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目

は
腹
痛
や
便
の
異
常
を
対
症

的
に
緩
和
す
る
も
の
と
二
つ

目
は
不
安
や
抑
う
つ
な
ど
の

精
神
面
に
対
す
る
も
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

る
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
す
。

　

命
に
か
か
わ
る
病
気
で
は

な
い
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

こ
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人

の
割
合
は
10
～
12
％
と
高

く
、生
活
に
支
障
を
き
た
し
、

社
会
的
機
能
が
低
下
す
る

ケ
ー
ス
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
目
に
か
か
り
つ
け
医

や
心
療
内
科
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

川
か わ

原
は ら

 健
け ん

資
し

 先生のぞみクリニック

　「目に青葉山ほととぎす
初鰹」山口素堂。初夏の旬
の味覚と言えば、まず初鰹
であろう。
　小振りながら引き締まっ
た身の鰹を味わうのは、こ
の季節の何よりの楽しみで
ある。脂ののった戻り鰹も
良いものであるが、やはり
鰹本来の旨味は初鰹で味わ
うものではないだろうか。
河竹黙阿弥の傑作「梅雨小
袖昔八丈」にもこの初鰹が
出てくる。二幕目の冒頭、
湯屋帰りの主人公髪結新三
が買い求めるのが初鰹であ
る。その値は片身で三分

ぶ
。

四分で一両。一両は今の貨
幣価値では十万円位には相
当するであろうから、三分
とすれば七、八万円。とて
も庶民の手の出るものでは
ない。小悪党の新三は、こ
れから百両のゆすりをやら
かすつもりだから、三分の
初鰹に手を出したのだろ
う。それほどの事までしな
くても、少し贅沢をすれば、
初鰹を楽しむ事位我々にも
できる。はしりの枝豆で
ビールを飲み、初鰹をタタ
キにして薬味をたっぷり添
えて味わい、初夏を迎えた
いものである。

� （望鰹亭主人）

突発的な腹痛と下痢で
外出することがつらくなりました

合待 室

何
が
起
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か

「みんなの健康」
ご感想を
お寄せください。

▲ 詳細はこちら
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令
和
7
年
5
月
15
日
発
行  

発
行
所
／
一
般
社
団
法
人
横
浜
市
医
師
会  

協
力
／（
公
財
）横
浜
高
齢
者
健
康
福
祉
財
団  

〒
2
3
1
─

0
0
6
2 

横
浜
市
中
区
桜
木
町
1
─

1 
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
6・7
F 

☎
2
0
1
─

7
3
6
１（
代
）

表紙／野毛山公園のバラ園（西区）展望地区・芝生広場の花壇に「はまみらい」など多くの種類のバラが咲く。5月中旬から6月中旬が見頃。

問合せ：�（一社）横浜市医師会　　 ☎：�045-201-7362（平日９時～17時）横浜市医師会 検 索

第24回市民公開講座 みなさんの健康常識、それ本当？〜正しい健康知識で
ますます元気に！〜

令和7年7月6日（日）開演14時～（YouTubeLive配信併用）
場所：横浜市医師会　６階（中区桜木町１－１）　申込不要　当日先着60名

無 料

❶ 14：10～14：40  脂肪肝より恐ろしい霜降り筋肉の話� 新横浜かとうクリニック（港北区） 院長　加藤　洋一 先生
❷ 14：50～15：20  健康寿命の最強の条件 〜脳と健康、幸せのために最も重要なこと

つながるクリニック（港南区） 院長　八森　淳 先生

み
ん
な
の
健
康
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休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）806−0921
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）360−8666

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）711−7000

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※建替えが終了するまで歯科診療は休診となります

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707
　

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

かながわ救急相談センター
＃7119

または
☎045-232-7119

①救急電話相談　24時間年中無休

②医療機関案内　24時間年中無休

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
磯子区 汐見台病院 ☎（045）761−3581
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
神奈川区 横浜市立市民病院 ☎（045）316−4580
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
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泉区休日急患診療所
横浜市南西部夜間急病センター

横浜市南西部
夜間急病センター

横浜市北部夜間急病センター
☎045-911-0088

横浜市夜間急病センター
☎045-212-3535

横浜市南西部夜間急病センター
☎045-806-0921


